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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンタクトが設けられたベースプレートと、後端側が前記ベースプレートに上下に揺動
可能に支持されたカードホルダとを備え、前記ベースプレート上にメモリカードを受容さ
せた状態で前記カードホルダを前記ベースプレートの上面を覆うように閉じた倒伏姿勢ま
で揺動させて前記メモリカードに設けられたカード側端子と前記コンタクトとを当接接触
させるように構成されたカードコネクタであって、
　前記カードホルダが、前記倒伏姿勢の状態で前後方向にスライド移動可能に構成され、
　前記ベースプレートと前記カードホルダとには前記カードホルダが前記倒伏姿勢から上
方に揺動するのを阻止して前記倒伏姿勢に係止保持する係止保持手段が設けられ、
　前記係止保持手段が、前記ベースプレートに形成されたプレート側係止部と、前記カー
ドホルダに形成されたホルダ側係合部とから構成され、
　前記カードホルダが前記倒伏姿勢の状態で前方にスライド移動されたときに前記ホルダ
側係合部が前記プレート側係止部と前記プレート側係止部の下方から係合して、前記係止
保持手段により前記カードホルダが前方に移動した前記倒伏姿勢で保持されるように構成
され、
　前記プレート側係止部の下面に後方に向けて斜め下方に傾斜する前記プレート側テーパ
面が形成され、前記ホルダ側係合部の上面に後方に向けて斜め下方に傾斜するホルダ側テ
ーパ面が形成され、
　前記プレート側テーパ面と前記ホルダ側テーパ面とが互いに当接した状態で前記プレー
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ト側係止部と前記ホルダ側係合部とが係合されるように構成され、
　前記カードホルダが、前記倒伏姿勢の状態で、前記ベースプレートの上面を覆うカバー
部と、前記カバー部の左右両端部から下方へ折曲して板状に延びるホルダ側側面部とから
構成され、
　前記ベースプレートのベースプレート側側面部と前記ホルダ側側面部とには前記カード
ホルダを前記倒伏姿勢の状態で前方にスライド移動した状態に係止保持する側面保持手段
が設けられ、
　前記側面保持手段が、前記ベースプレート側側面部に形成されたプレート側側面係止部
と、前記ホルダ側側面部に形成されたホルダ側側面係合部とから構成され、
　前記ホルダ側側面係合部の近傍における前記ホルダ側側面部に、前記ホルダ側側面部の
肉厚が周辺よりも薄い薄肉部が形成されていることを特徴とするカードコネクタ。
【請求項２】
　前記カードホルダに前記倒伏姿勢の状態における上下に貫通する開口が形成され、
　前記ベースプレートの上面に、前記カードホルダが前記倒伏姿勢の状態で前記開口を通
して前記ベースプレートの上面側に向かって露出する平面状の吸着部が形成されているこ
とを特徴とする請求項１に記載のカードコネクタ。
【請求項３】
　前記カードホルダが、前記倒伏姿勢の状態から上方に前記ベースプレートに対して少な
くとも９０°以上の角度に揺動可能であることを特徴とする請求項１もしくは２に記載の
カードコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＩＣチップを有するＩＣチップ基板等のような所定情報が記録可能なカード
と電子機器等との間に介在してこれら両者間の情報伝送を可能にするカードコネクタに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　ＩＣチップ基板（ＩＣチップカード）は小型のＩＣチップが実装されて種々の情報を記
録可能な構成となっており、様々な電子機器に使用され、電子機器に実装されたカードコ
ネクタを介して電子機器との間で情報伝送が行われる。
【０００３】
　電子機器に使用されるカードコネクタとして、従来から種々の型式のカードコネクタが
考案されており、例えば特許文献１にも記載があるように、導電性のコンタクト（接触端
子）を保持する絶縁性のベースプレート（モールド）と、ベースプレートに対して揺動可
能に取り付けられたカードホルダとから構成される。このようなカードコネクタは、ＩＣ
チップ基板を一旦カードホルダに取り付け、このカードホルダを揺動させてカードホルダ
がＩＣチップ基板を被せるようにしてＩＣチップ基板をコンタクトに抑え付け、ＩＣチッ
プ基板の面端子とコンタクトとを接触させる構成となっている。このような、いわゆる接
点部押し当て方式のカードコネクタでは、ＩＣチップ基板の面端子とコンタクトとを確実
に導通させる必要性があるため、ＩＣチップ基板を装着させた状態でカードホルダをコン
タクトが設けられたベースプレートに、ネジによる締結固定をしたり、もしくはバネのよ
うな付勢手段により抑え付けている。あるいは、ＩＣチップ基板のベースプレートへの固
定は、カードホルダによる抑え付けによらずにベースプレートに固定手段を設け、この固
定手段によりＩＣチップ基板の面端子をコンタクトに抑え付ける方法によるもの（ベース
プレート自身によるＩＣチップ基板の固定）もある。
【特許文献１】特開平９－２７０２７９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　しかしながら、カードホルダによりＩＣチップ基板をコンタクトに抑え付けた状態でカ
ードホルダをベースプレートに固定する方法では、カードホルダをベースプレートに固定
させるためのネジやバネといった部品が必要であるため、その分、部品点数が多くなりカ
ードコネクタのコストが上昇する、といった問題がある。また、カードホルダによる抑え
付けによらずにベースプレートに固定手段を設けてＩＣチップ基板をベースプレートのみ
で固定する方法では、ＩＣチップ基板の面端子とコンタクトとを導通させる必要があるた
め、ＩＣチップ基板をベースプレートに確実に固定させなければならず、ＩＣチップ基板
が簡単に外れないようにするためにベースプレートに設けられた固定手段の構造が複雑に
なる、といった問題がある。
【０００５】
　本発明はこのような問題に鑑みたもので、簡単な構成で、カードホルダを揺動倒伏させ
た倒伏姿勢の状態でベースプレートに係止保持させることが可能なカードコネクタを提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を解決するために本発明に係るカードコネクタは、コンタクトが設けられたベ
ースプレートと、後端側がベースプレートに上下に揺動可能に支持されたカードホルダと
を備え、ベースプレート上にメモリカードを受容させた状態でカードホルダをベースプレ
ートの上面を覆うように閉じた倒伏姿勢まで揺動させてメモリカード（例えば、実施形態
におけるＩＣチップ基板８０）に設けられたカード側端子（例えば、実施形態における面
端子８２）とコンタクトとを当接接触させるように構成され、カードホルダが、倒伏姿勢
の状態で前後方向にスライド移動可能に構成され、ベースプレートとカードホルダとには
カードホルダが倒伏姿勢から上方に揺動するのを阻止して倒伏姿勢に係止保持する係止保
持手段が設けられ、係止保持手段が、ベースプレートに形成されたプレート側係止部（例
えば、実施形態における前方支持部１３Ｌ，１３Ｒ）と、カードホルダに形成されたホル
ダ側係合部（例えば、実施形態における突出端部２２Ｌ，２２Ｒ）とから構成され、カー
ドホルダが倒伏姿勢の状態で前方にスライド移動されたときにホルダ側係合部がプレート
側係止部とプレート側係止部の下方から係合して、係止保持手段によりカードホルダが前
方に移動した倒伏姿勢で保持されるように構成され、プレート側係止部の下面に後方に向
けて斜め下方に傾斜するプレート側テーパ面が形成され、ホルダ側係合部の上面に後方に
向けて斜め下方に傾斜するホルダ側テーパ面が形成され、プレート側テーパ面とホルダ側
テーパ面とが互いに当接した状態でプレート側係止部とホルダ側係合部とが係合される。
【０００７】
　さらに、カードホルダが、倒伏姿勢の状態で、ベースプレートの上面を覆うカバー部と
、カバー部の左右両端部から下方へ折曲して板状に延びるホルダ側側面部（例えば、実施
形態における側面部２２）とから構成され、ベースプレートのベースプレート側側面部（
例えば、実施形態における側面部１７）とホルダ側側面部とにはカードホルダを倒伏姿勢
の状態で前方にスライド移動した状態に係止保持する側面保持手段が設けられ、側面保持
手段が、ベースプレート側側面部に形成されたプレート側側面係止部（例えば、実施形態
における係止部１６）と、ホルダ側側面部に形成されたホルダ側側面係合部（例えば、実
施形態における係合部２８）とから構成され、ホルダ側側面係合部の近傍におけるホルダ
側側面部に、ホルダ側側面部の肉厚が周辺よりも薄い薄肉部が形成されている。
【０００８】
　上記構成のカードコネクタにおいて、カードホルダに倒伏姿勢の状態における上下に貫
通する開口が形成され、ベースプレートの上面に、カードホルダが倒伏姿勢の状態で開口
を通してベースプレートの上面側に向かって露出する平面状の吸着部が形成されているの
が好ましい。
【０００９】
　また、上記構成のカードコネクタにおいて、カードホルダが、倒伏姿勢の状態から上方
にベースプレートに対して少なくとも９０°以上の角度に揺動可能であるのが好ましい。
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【発明の効果】
【００１０】
　本発明に関するカードコネクタによれば、ネジやバネといった固定部材を用いずにカー
ドホルダをベースプレートに固定することが可能であるためシンプルな構造となっており
、しかも、特に本発明においては、係止保持手段を構成するプレート側係止部およびホル
ダ側係合部に各々形成されたテーパ面が当接した状態で係止保持手段が係合するために、
カバー部材の係合が解除されにくい構成になっている。このため、カードコネクタを落と
したときのようにカードコネクタに加えられる振動、衝撃に対してカバー部材がベースプ
レートから解除されにくくなっている。すなわち、本発明に係るカードコネクタは、シン
プルな構造とすることでカードコネクタの製造コストを抑えつつも、カードコネクタに装
着されるＩＣチップ基板（メモリカード）といった基板が簡単に外れないようになってお
り、コスト面を考慮しながら基板とコンタクトとの確実な導通性をも考慮した優れたもの
といえる。
【００１１】
　さらに、カードホルダが、倒伏姿勢の状態で、ベースプレートの上面を覆うカバー部と
、カバー部の左右両端部から下方へ折曲して板状に延びるホルダ側側面部とから構成され
、ホルダ側側面部に、ホルダ側側面部の肉厚が周辺よりも薄い薄肉部が形成されている。
ここで、カードホルダをベースプレートに対して固定保持するには、カードホルダを倒伏
姿勢の状態で前方にスライド移動させるが、この場合、薄肉部に対応して形成された切欠
部内に初めは収容されていたプレート側側面係止部が、カードホルダの前方移動とともに
弾性変形しつつカードホルダを乗り越えて切欠部の近傍に設けられたホルダ側側面係合部
と係合する。このため、プレート側側面係止部がカードホルダを乗り越える際の衝撃によ
り、カードホルダの左右の側面部を持ちながら前方にスライド移動させる者が、より強い
クリック感、手応えを得ることができる。
【００１２】
　また、本発明に係るカードコネクタを構成するカードホルダには、倒伏姿勢の状態にお
ける上下に貫通する開口が形成され、ベースプレートの上面に、カードホルダが倒伏姿勢
の状態で開口を通して露出される平面状の吸着部が形成されているため、カードホルダを
ベースプレートに被せて倒伏姿勢にした状態で、当該開口を介して露出される吸着面を自
動実装機に直接吸着させれば、カードコネクタを配線基板上の所望もしくは任意の位置に
実装させることが可能である。このように、本発明では、自動実装機による自動実装のた
めに従来必要とされていた吸着パットといった付属部品を別途取り付ける必要がないため
、このような点からも製造コストを抑えることが可能である。
【００１３】
　また、カードホルダが、倒伏姿勢の状態から上方にベースプレートに対して少なくとも
９０°以上の角度に揺動可能であるように構成することで、ＩＣチップ基板のベースプレ
ート上への載置やベースプレートからの取り外しの際に、カードホルダが邪魔にならない
ため（従来は、ＩＣチップ基板の装着時にはＩＣチップ基板を覆うためのカードホルダが
、ＩＣチップ基板の取り外し等の際には邪魔となっていた）、本発明のカードコネクタは
、ＩＣチップ基板の装着および取り外しが容易であり、使用者にとって取り扱い易いとい
った利点も有している。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明の好ましい実施形態について図面を参照して説明する。図１に本発明に係
るカードコネクタの好ましい実施例を斜視図として示し、図２にカードコネクタに取り付
けられるＩＣチップ基板の平面図を示す。また、図３（ａ）に上記カードコネクタの展開
姿勢（カードコネクタを構成するカードホルダが上方に揺動した姿勢）の状態における平
面図を示し、図３（ｂ）に上記カードコネクタの展開姿勢の状態における底面図を示す。
また、図４にカードコネクタの展開姿勢の状態における正面図を示し、図５に図３（ａ）
のＸ－Ｘ´間の側断面図を示し、図６にカードコネクタの展開姿勢における左側面図を示
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す。また、図７にカードコネクタの倒伏姿勢における前端部における左側部分側面図を示
し、図８にカードコネクタを構成するベースプレートの斜視図を示し、図９にカードコネ
クタの展開姿勢における底面側の部分斜視図を示す。なお、実施例においては、説明の便
宜上、図１中に座標軸および方向を付記する様に、前後・左右および上下を定義して説明
するが、カードホルダ２０の形状を説明する場合には、カードホルダ２０がベースプレー
ト１０に倒伏した倒伏姿勢において図１中に示す座標軸と一致する方向を前後・左右およ
び上下を定義して説明する。
【００１５】
　カードコネクタ１は、矩形平板状のベースプレート１０と、このベースプレート１０に
後端側が揺動およびスライド移動可能に支持されたカードホルダ２０と、ベースプレート
１０に圧入固定された複数のコンタクト３０とから構成されており、図１に示すようにベ
ースプレート１０に対してカードホルダ２０を開いた展開姿勢で図２に示すようなＩＣチ
ップ８１が実装された矩形平板状のＩＣチップ基板８０をベースプレート１０上に載置す
るようにしてベースプレート１０に受容させ、カードホルダ２０をベースプレート１０の
上面を覆うように倒伏させて閉じた倒伏姿勢において、ＩＣチップ基板８０に設けられた
面端子８２とコンタクト３０とを当接接触させる形態のカードコネクタである。
【００１６】
　ベースプレート１０は、矩形平板状のプレート部１１、このプレート部１１の後端側の
左右に形成された軸支部１２，１２、プレート部１１の前端側の左右に形成された前方保
持部１３Ｌ，１３Ｒ、プレート部１１の左右両側面１７，１７に立設された中央張出部１
４，１４、プレート部１１の下面に突出して形成され回路基板上にカードコネクタ１を実
装する場合に位置決めを行うための位置決めポスト１８ａ，１８ａなどからなり、例えば
、液晶ポリマー（ＬＣＰ）やポリフェニレンサルファイド（ＰＰＳ）ポリアミドイミド（
ＰＡＩ）などの電気絶縁性の樹脂材料を用いて射出成形等の成形手段により図示する形状
に一体成形される。
【００１７】
　プレート部１１には、プレート部１１の前後方向に延びる長孔状のコンタクトスロット
１１ａが左右に２２個ずつ前後４列に並んで形成されるとともに、プレート部１１の底面
がコンタクトスロット１１ａの前後の側端面から延びるようにして凹んでコンタクト３０
を保持する溝状のコンタクト保持溝１１ｂが形成されている。また、プレート部１１の略
中央部には、コンタクトスロット１１ａ，１１ａにより前後が挟まれた位置に位置し、カ
ードコネクタ１を基板上に自動実装させる自動実装機を吸着させるための平面視略矩形状
の平坦な吸着部１５が形成されている。
【００１８】
　中央張出部１４は、プレート部１１から側方に側面視逆Ｌ字状に突出形成されており、
プレート部１１の側面を前後に且つやや斜め下方にアーム状に延びる部分は、後述するホ
ルダ側ロックアーム２２ｍを係止可能なプレート側ロックアーム１４ｍを構成している。
中央張出部１４よりも前方であってプレート部１１の側面最下部には、プレート部１１の
側面から側方に側面視略矩形状に突出する係止部１６が形成されている。
【００１９】
　前方支持部１３Ｌ，１３Ｒの各底面後部には後方に向けて斜め下方に傾斜するプレート
側テーパ面１３ｈ，１３ｈが形成されていて、このプレート側テーパ面１３ｈ，１３ｈは
、後述するように、カードホルダ２０の前端側に延びて突出形成された側面部２２，２２
の突出端部２２Ｌ，２２Ｒの上面に形成されたホルダ側テーパ面２２ｈ，２２ｈに当接可
能である。
【００２０】
　コンタクト３０は、コンタクト保持溝１１ｂに固定される基部３１と、この基部３１か
ら上方に折り曲げられ一旦下方に折り返されてから斜め上方に延びるコンタクトアーム部
３２と、コンタクトアーム部３２の先端部に形成されて上方に凸な円弧状の接触部３３と
、基部３１から下方に屈曲および水平に折り返されてコンタクトアーム部３２と反対方向
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に延びるリード部３４とからなり、例えば、ベリリューム銅やバネ用ステンレス鋼などの
導電性金属材料の薄板をファインブランキングプレス（精密打抜加工）等の成形手段によ
り加工成形して図示する形状に構成する。
【００２１】
　各コンタクト３０は、プレート部１１の下部に前後に延びて形成されたコンタクト保持
溝１１ｂからコンタクトスロット１１ａに向けて挿入され、基部３１がコンタクト保持溝
１１ｂに圧入されてベースプレート１０に取り付けられる。コンタクト３０は、基部３１
がコンタクト保持溝１１ｂに固定保持されると、コンタクトスロット１１ａに突出するコ
ンタクトアーム部３２が片持ち支持された板バネのように作用し、アーム先端の接触部３
３が上下方向に揺動変位自在に支持される。
【００２２】
　このため、接触部３３は無負荷時においてコンタクトスロット１１ａからプレート部１
１の上面に突出して位置しているが、上方から押圧されるとコンタクトアーム部３２が弾
性変形して下方に揺動変位し、接触部３３を含むコンタクトアーム部３２全体がコンタク
トスロット１１ａ内に押し沈められるように収容される基部３１から下方に屈曲および水
平に折り返されたリード部３４は、コンタクト取付姿勢においてプレート部１１の下面と
略同一高さに位置しており、プレート部下面に突出する位置決めポスト１８ａ，１８ｂで
実装基板の回路パターンと位置整合されたリード部３４が基板上の回路パターンに半田接
合（サーフェースマウント）される。
【００２３】
　カードホルダ２０は、ベースプレート１０に対して後端側が上下に揺動可能に取り付け
られており、略中央部に略矩形状に形成された開口２３を有する矩形平板状のカバー部２
１、カバー部２１の左右両端から下方へ折曲し前後に板状に延びる側面部２２，２２など
からなり、ベースプレート１０と同様の樹脂材料を用いて射出成形等により一体成形され
る。
【００２４】
　側面部２２の前後方向略中央部よりもやや後方に位置して、側面部２２の内壁側から外
壁側に向けて断面略コの字状に上下に切り欠かれた切欠部２６が形成されている。この切
欠部２６により、側面部２２の肉厚が他の部分よりも薄い薄肉部２７が部分的に形成され
ている。なお、切欠部２６や薄肉部２７は、左右の側面部２２のうちいずれにも形成され
ている。切欠部２６の後方面は下部が後方に斜め下方に傾斜しており、また、切欠部２６
の後方面の上部は後方面の下部よりも後方に引っ込んた位置において上下に延びており、
切欠部２６にはベースプレート１０の中央張出部１４と位置整合し、側面部２２の前方に
突出したホルダ側ロックアーム２２ｍが形成される。また、側面部２２には、切欠部２６
よりもやや後方に位置して側面部２２の最下部が断面略半円状に切り欠かれ（図９参照）
、係止部１６に係合可能な係合部２８が形成されている。この係合部２８は、左右の側面
部２２のうちいずれにも形成されている。
【００２５】
　カバー部２１の後端部分はカバー部２１と分かれて後方にアーム状に延びるアーム部２
４，２４が形成され、各アーム部２４，２４の下部には、それぞれ左右外側に突出する側
面視略半円状の軸部２５，２５が形成されている（図６参照）。この軸部２５，２５は、
ベースプレート１０の軸支部１２，１２に形成された溝部２９と各々係合させることで、
カードホルダ２０が軸支部１２，１２を揺動中心としてベースプレート１０に対して上下
に揺動することが可能であり、カードホルダ２０を下方に（図６における矢印Ａ方向に）
揺動させて倒伏姿勢にさせたときにはベースプレート１０を上方から覆うような状態とな
る。
【００２６】
　これに対し、カードホルダ２０を、その倒伏姿勢の状態から矢印Ａとは逆方向に軸部２
５を揺動中心として上方に揺動させると、カードホルダ２０は、図６に示すようにベース
プレート１０に対して９０°以上の角度まで揺動する。このようにすることで、ＩＣチッ
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プ基板８０のベースプレート１０上への載置やベースプレート１０からの取り外しの際に
、カードホルダ２０が邪魔にならないため、カードコネクタ１へのＩＣチップ基板８０の
装着および取り外しが容易である。
【００２７】
　カードホルダ２０が、倒伏姿勢になってベースプレート１０を上方から覆うような状態
になると、カードホルダ２０のカバー部２１に形成された開口２３を通して、ベースプレ
ート１０のプレート部１０の上面に形成された吸着部１５が露出される。この吸着部１５
は、自動実装機に設けられカードコネクタを吸着保持する吸着部材（例えばエアノズル）
を吸着させるために形成されている。このため、従来とは異なり吸着部材に吸着させるた
めの吸着パットといったものを別途設けずに、自動実装機の吸着部材を吸着部に直接吸着
させれば、カードコネクタ１を回路基板上の所望もしくは任意の位置に実装することが可
能である。
【００２８】
　左右の軸部２５，２５を受容して支持するベースプレート１０側の軸支部１２，１２に
は、軸部２５，２５を受容するための軸支空間が溝部２９，２９によって形成されており
、この軸支空間内を溝部２９，２９によって案内されるようにして軸部２５，２５が前後
に移動することが可能である（図６において後方に位置する状態を点線で示し、前方に位
置する状態を鎖線で示す）。このため、軸止部１２に軸支されたカードホルダ２０は、ベ
ースプレート１０に対して倒伏された倒伏姿勢の状態で前方に移動させることにより、倒
伏姿勢の状態のまま、カードホルダ２０をベースプレート１０に対して前方に移動させる
ことが可能である。すなわち、カードホルダ２０はベースプレート１０に対して開いた展
開姿勢と、コンタクト３０，３０，…を上方から覆うようにベースプレート１０上に閉じ
た倒伏姿勢との間で上下に揺動（開閉）可能であり、且つ、カードホルダ２０がベースプ
レート１０と略平行な倒伏姿勢において前後にスライド移動可能である。
【００２９】
　上記のようなカードコネクタ１の構成の下、カードコネクタ１にＩＣチップ基板８０を
装着するには、まず、カードホルダ２０を上方に展開させた展開姿勢でＩＣチップ基板８
０をベースプレート１０上に載置させる。次いで、カードホルダ２０を、軸部２４を揺動
中心としてベースプレート１０の上面を覆うように倒伏させる。倒伏過程においてはカー
ドホルダ２０は、図６に示すように、軸部２５を基端側としてベースプレート１０に対し
て略垂直に延びた状態から下方に（矢印Ａ方向に）揺動し、ベースプレート１０に対して
略平行に延びた倒伏姿勢になる。
【００３０】
　カードコネクタ１には、カードホルダ２０を倒伏姿勢の状態で前方にスライド移動した
状態に係止保持する側面保持手段が設けられており、この側面保持手段は、ベースプレー
ト１０の側面部１７に設けられた係止部１６と、カードホルダ２０の側面部２２に設けら
れた係合部２８とから構成される。この係止部１６は、左右の中央張出部１４の後方に形
成され、また係合部２８は、側面部２２の切欠部２６の後方に形成されている。
【００３１】
　また、カードコネクタ１には、カードホルダ２０が倒伏姿勢から上方に揺動するのを阻
止して倒伏姿勢に係止保持するための係止保持手段が設けられている。係止保持手段は、
左右の中央張出部１４に形成されたプレート側ロックアーム１４ｍおよびプレート側ロッ
クアーム１４ｍに係合可能であって左右の側面部２２の切欠部２６に形成されたホルダ側
ロックアーム２２ｍ、また、プレート部１０の前方保持部１３Ｌ，１３Ｒおよびカードホ
ルダ２０の前端側における左右に形成され前方保持部１３Ｌ，１３Ｒに係止される突出端
部２２Ｌ，２２Ｒから構成される。
【００３２】
　両ロックアーム１４ｍ，２２ｍは、カードホルダ２０が展開姿勢から倒伏姿勢に揺動さ
れるとき、途中までの揺動領域（開閉揺動領域）では離れて位置しており、カードホルダ
２０が倒伏姿勢にされる終了揺動領域においてカードホルダ２０が前方にスライド移動さ
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れ、ホルダ側ロックアーム２２ｍとプレート側ロックアーム１４ｍとが相互に係合し、カ
ードホルダ２０が上方に揺動することを規制する。また、カードホルダ２０が前方にスラ
イド移動するとともに、カードホルダ２０の係合部２８とベースプレート１０の係止部１
６とが係合され、これにより、カードホルダ２０が前後方向に自由移動することを規制す
る。
【００３３】
　さらに、本発明では、下記のようにしてカードホルダ２０の上方への揺動が確実に規制
される。上述のように、ベースプレート１０の前方支持部１３Ｌ，１３Ｒの各底面後部に
は後方に向けて斜め下方に傾斜するプレート側テーパ面１３ｈ，１３ｈが形成されている
。また、カードホルダ２０の前端側に延びて突出形成された側面部２２，２２の突出端部
２２Ｌ，２２Ｒの上面には、後方に向けて斜め下方に傾斜するホルダ側テーパ面２２ｈ，
２２ｈが形成されている。
【００３４】
　前方支持部１３Ｌ，１３Ｒおよび突出端部２２Ｌ，２２Ｒは、カードホルダ２０が倒伏
姿勢で前方にスライド移動されるとき、突出端部２２Ｌ，２２Ｒのホルダ側テーパ面２２
ｈ，２２ｈが前方支持部１３Ｌ，１３Ｒのプレート側テーパ面１３ｈ，１３ｈに当接し、
プレート側テーパ面１３ｈ，１３ｈに案内されるように前方に移動する。このように、プ
レート側テーパ面１３ｈ，１３ｈとホルダ側テーパ面２２ｈ，２２ｈとが互いに当接した
状態で前方支持部１３Ｌ，１３Ｒと突出端部２２Ｌ，２２Ｒとが各々係合し、カードホル
ダ２０が開放方向に揺動することを規制する。
【００３５】
　以上のように、ベースプレート１０の前方支持部１３Ｌ，１３Ｒとカードホルダ２０の
突出端部２２Ｌ，２２Ｒとは、カードホルダ２０が揺動されつつベースプレート１０の前
方にスライド移動される間に、ホルダ側テーパ面２２ｈ，２２ｈがホルダ側テーパ面２２
ｈ，２２ｈに案内されるようにして互いに係合するように構成されている。これにより、
前述のホルダ側ロックアーム２２ｍおよびプレート側ロックアーム１４ｍからなる係止保
持手段、カードホルダ２０の係合部２８とベースプレート１０の係止部１６からなる側面
保持手段と併せてカードホルダ２０がベースプレート１０に対してしっかりと固定保持さ
れる。
【００３６】
　なお、カードホルダ２０をベースプレート１０に対して固定保持するには、カードホル
ダ２０を倒伏姿勢まで揺動させカードホルダ２０の左右の側面部２２を持ちながらカード
ホルダ２０を前方にスライド移動させるが、上述のようにカードホルダ２０の係合部２８
の近傍に薄肉部２７が形成されている。ここで、カードホルダ２０を前方にスライド移動
させた場合（図９で矢印Ｂ方向にスライド移動させた場合）、初めは切欠部２６内に収容
されていた係止部１６が、カードホルダ２０の前方移動とともに弾性変形しつつカードホ
ルダ２０を乗り越えて係合部２８と係合するため、係止部１６がカードホルダ２０を乗り
越える際の衝撃により、カードホルダ２０の左右の側面部２２を持ちながら前方にスライ
ド移動させる者が、より強いクリック感、手応えを得ることができる。
【００３７】
　また、カードホルダ２０がベースプレート１０に固定された状態では、ＩＣチップ基板
８０はコンタクト３０のバネ力により上方に付勢されており、ＩＣチップ基板８０はカー
ドホルダ２０のカバー部２１の下面と、コンタクト３０およびプレート部１１とにより挟
持されるため、ＩＣチップ基板８０が前後左右に自由移動することが規制されて強固な保
持がなされる。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明に係るカードコネクタの展開姿勢の状態を示す斜視図である。
【図２】上記カードコネクタに取り付けられるＩＣチップ基板の平面図である。
【図３】（ａ）は上記カードコネクタの展開姿勢の状態における平面図で、（ｂ）は上記
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カードコネクタの展開姿勢の状態における底面図である。
【図４】上記カードコネクタの展開姿勢の状態における正面図である。
【図５】上記カードコネクタの倒伏姿勢の状態における、図３（ａ）のＸ－Ｘ´間の側断
面図である。
【図６】上記カードコネクタの左側面図で、展開姿勢から倒伏姿勢に向けて揺動するカー
ドホルダの様子を示す図である。
【図７】上記カードコネクタの倒伏姿勢における前端部における左側部分側面図である。
【図８】上記カードコネクタを構成するベースプレートの斜視図である。
【図９】上記カードコネクタの倒伏姿勢における底面側の部分斜視図である。
【符号の説明】
【００３９】
１　カードコネクタ
１０　ベースプレート
１１　プレート部
１２　軸支部
１３Ｌ，１３Ｒ　前方支持部（係止保持手段、プレート側係止部）
１３ｈ　プレート側テーパ面
１４　中央張出部
１４ｍ　プレート側ロックアーム
１５　吸着部
１６　係止部（側面保持手段、プレート側側面係止部）
１７　側面部（ベースプレート側側面部）
２０　カードホルダ
２１　カバー部
２２　側面部（ホルダ側側面部）
２２ｍ　ホルダ側ロックアーム
２２Ｌ ，２２Ｒ　突出端部（係止保持手段、ホルダ側係合部）
２２ｈ　ホルダ側テーパ面
２３　開口
２５　軸部
２６　切欠部
２７　薄肉部
２８　係合部（側面保持手段、ホルダ側側面係合部）
２９　溝部
３０　コンタクト
８０　ＩＣチップ基板（メモリカード）
８１　ＩＣチップ
８２　面端子（カード側端子）
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【図７】 【図８】



(12) JP 4543005 B2 2010.9.15

【図９】



(13) JP 4543005 B2 2010.9.15

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００３－０４５５２３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－１４２１８５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－０４８８７９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０９－２７０２７９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２００１－５２５９７５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０９－２９８０５３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－１１１１２５（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０１Ｒ　　１２／１８　　　　
              Ｇ０６Ｋ　　１７／００　　　　
              Ｈ０１Ｒ　　２４／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

